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  （百万円未満切捨て）

１．平成30年12月期第１四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年３月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年12月期第１四半期 11,896 5.5 410 △13.8 377 △16.5 1,283 766.5 

29年12月期第１四半期 11,279 14.1 476 56.7 452 23.2 148 △33.5 
 
（注）包括利益 30年12月期第１四半期 1,630 百万円 （507.1％）   29年12月期第１四半期 268 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年12月期第１四半期 81.82 － 

29年12月期第１四半期 9.44 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年12月期第１四半期 56,180 22,901 34.5 1,234.97 

29年12月期 55,094 21,614 34.3 1,206.05 
 
（参考）自己資本 30年12月期第１四半期 19,376 百万円   29年12月期 18,922 百万円 

 

２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
29年12月期 － 8.00 － 8.00 16.00 
30年12月期 －        
30年12月期（予想）   8.00 － 8.00 16.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 
第２四半期（累計） 23,500 0.4 800 △25.7 800 △27.2 1,500 162.3 95.60 

通期 49,000 1.0 2,300 8.7 2,300 5.9 2,600 87.3 165.71 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期１Ｑ 17,710,000 株 29年12月期 17,710,000 株 

②  期末自己株式数 30年12月期１Ｑ 2,020,052 株 29年12月期 2,020,052 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期１Ｑ 15,689,948 株 29年12月期１Ｑ 15,690,957 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日）におけるわが国経済は、緩やかな

回復基調が継続し、世界経済においても底堅く推移しました。しかしながら、各国・地域における政治的、地政学

的リスク、金融資本市場の変動、原油価格の動向など、引き続き注視が必要な状況が続いております。 

こうした経営環境のもと、当社グループは、化学品事業、化粧品事業ともに積極的な事業活動を推進した結果、

売上高は118億９千６百万円（前年同期比5.5％増）、営業利益は４億１千万円（同13.8％減）、経常利益は３億７

千７百万円（同16.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12億８千３百万円（同766.5％増）となりまし

た。 

セグメントの業績は次のとおりであります。なお、文中の各セグメントの売上高は、セグメント間の内部売上高

を含んでおりません。 

 

① 化学品事業 

売上高は84億３千５百万円（同2.7%増）、セグメント利益は４億３千３百万円（同64.5%増）となりました。 

主力の繊維加工用薬剤の販売が日華化学（中国）有限公司、広州日華化学有限公司、NICCA VIETNAM CO.,LTD.で

堅調だったことに加え、製紙用薬剤や非イオン活性剤の販売が国内で好調に推移した結果、売上高が増加しまし

た。また、NICCA KOREA CO.,LTD.において収益性の高い製品の販売が伸びたことに加え、国内でコスト最適化活動

を推進した結果、セグメント利益も増加しました。 

 

② 化粧品事業 

売上高は32億円４百万円（同8.3％増）、セグメント利益は４億８千８百万円（同20.1％減）となりました。 

前年第３四半期に当社デミコスメティクスにおいて主力ヘアケアブランドのフルリニューアルを行った結果、ヘ

アケアカテゴリーの売上高は回復基調にありますが、国内美容サロン業界全体の伸び悩みの影響が大きく、国内サ

ロン向け化粧品の販売は引き続き苦戦を強いられております。一方、連結子会社である山田製薬株式会社における

化粧品ＯＤＭ事業や、DEMI KOREA CO.,LTD.における販売は引き続き好調であるため、化粧品セグメント全体では

売上高は増加しました。 

しかしながら、国内サロン向け化粧品事業の将来に向けた新たな投資案件や工場のメンテナンス等が発生した結

果、セグメント利益は減少しました。 

 

③ その他 

売上高は２億５千６百万円（同137.1％増）、セグメント損失は１千１百万円（前年同四半期はセグメント損失

１千万円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、10億８千６百万円増加し、561億８千万円

となりました。主な要因は、有形固定資産(主に土地)、受取手形及び売掛金、その他流動資産が減少する一方で、

現金及び預金が増加したことによるものであります。 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ、２億円減少し、332億７千９百万円となりました。主な要因は、長期借

入金が増加する一方で、支払手形及び買掛金、短期借入金、賞与引当金が減少したことによるものであります。 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、12億８千７百万円増加し、229億１百万円となりました。主な要因

は、為替換算調整勘定が減少する一方で、利益剰余金、非支配株主持分が増加したことによるものであります。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の34.3%から34.5%となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年２月９日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動の概要

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,987 11,898 

受取手形及び売掛金 10,774 10,143 

商品及び製品 3,634 3,753 

仕掛品 664 829 

原材料及び貯蔵品 2,937 3,053 

その他 2,348 1,445 

貸倒引当金 △13 △12 

流動資産合計 28,333 31,112 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 13,384 13,083 

機械装置及び運搬具（純額） 2,470 2,294 

土地 6,153 5,335 

その他（純額） 749 1,149 

有形固定資産合計 22,758 21,862 

無形固定資産    

のれん 20 17 

その他 526 545 

無形固定資産合計 546 562 

投資その他の資産    

その他 3,459 2,646 

貸倒引当金 △3 △3 

投資その他の資産合計 3,456 2,642 

固定資産合計 26,761 25,068 

資産合計 55,094 56,180 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成30年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,110 5,945 

短期借入金 17,680 11,316 

未払法人税等 262 341 

賞与引当金 646 270 

厚生年金基金解散損失引当金 494 494 

その他 2,906 3,060 

流動負債合計 28,102 21,429 

固定負債    

長期借入金 1,495 7,775 

退職給付に係る負債 2,939 2,952 

株式報酬引当金 40 47 

その他 903 1,075 

固定負債合計 5,377 11,850 

負債合計 33,480 33,279 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,898 2,898 

資本剰余金 3,054 3,054 

利益剰余金 13,237 14,396 

自己株式 △1,479 △1,479 

株主資本合計 17,711 18,869 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 621 541 

為替換算調整勘定 750 117 

退職給付に係る調整累計額 △160 △151 

その他の包括利益累計額合計 1,211 507 

非支配株主持分 2,691 3,524 

純資産合計 21,614 22,901 

負債純資産合計 55,094 56,180 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 11,279 11,896 

売上原価 7,604 8,094 

売上総利益 3,674 3,802 

販売費及び一般管理費 3,198 3,391 

営業利益 476 410 

営業外収益    

受取利息 6 13 

受取配当金 4 4 

持分法による投資利益 21 4 

助成金収入 38 3 

その他 30 45 

営業外収益合計 100 71 

営業外費用    

支払利息 22 19 

為替差損 49 48 

売上割引 21 21 

その他 31 14 

営業外費用合計 124 104 

経常利益 452 377 

特別利益    

固定資産売却益 － 3,624 

補助金収入 － 143 

特別利益合計 － 3,767 

特別損失    

固定資産除却損 0 3 

投資有価証券評価損 － 1 

減損損失 22 － 

特別功労金 2 － 

特別損失合計 25 4 

税金等調整前四半期純利益 426 4,140 

法人税等 235 1,698 

四半期純利益 190 2,441 

非支配株主に帰属する四半期純利益 42 1,157 

親会社株主に帰属する四半期純利益 148 1,283 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

四半期純利益 190 2,441 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 49 △79 

為替換算調整勘定 9 △739 

退職給付に係る調整額 18 8 

その他の包括利益合計 77 △810 

四半期包括利益 268 1,630 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 210 579 

非支配株主に係る四半期包括利益 58 1,051 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他（注） 合計 

  化学品 化粧品 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,212 2,958 11,171 108 11,279 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
0 4 5 11 16 

計 8,212 2,963 11,176 119 11,295 

セグメント利益 263 610 874 △10 864 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備請負工事を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

  （差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 874

 「その他」の区分の利益 △10

 セグメント間取引消去 6

 全社費用（注） △394

 四半期連結損益計算書の営業利益 476

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 報告セグメントに含まれない全社資産において、22百万円の減損損失を計上しております。これは、共用資

産である倉庫等の取壊しの決定に伴う減損によるものです。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他（注） 合計 

  化学品 化粧品 計 

売上高          

外部顧客への売上高 8,435 3,204 11,640 256 11,896 

セグメント間の内部売上高又は

振替高 
0 1 1 23 24 

計 8,435 3,205 11,641 279 11,921 

セグメント利益 433 488 922 △11 911 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備請負工事を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

  （差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

 報告セグメント計 922

 「その他」の区分の利益 △11

 セグメント間取引消去 6

 全社費用（注） △506

 四半期連結損益計算書の営業利益 410

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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